
例；「重さ」の保存性

＊保存性が確認できた。→ だから、たし算(加法性)できる。

Arithmetic Communication 【文責；山下昌茂】

Ｎｏ.20 2012.10.9

単位が決まっていく過程（数値化していく過程）は、次の４段階あり、この過程を子供た

ちに十分に体験させることが重要である。

①直接比較・・・具体的な同種の二量を感覚的、直接的（端を合わせて並べたり、重ねた

り）に比較する段階。この段階で、具体物のもっている量（長さ、重さ、

広さ、体積など）を明確にさせる。そしてこのなかで、量が大小比較でき

ることや量の保存性を学びとっていく。

②間接比較・・・直接比較できない場合、移動が容易にできる適切な媒介物を用いて間接

的に比較する段階。この段階で、量は他の量に置きかえて表すことができ

ることを学んでいく。

③任意単位・・・適当な基準となる量を決めて、そのいくつ分であるかを数値を用いて比

べる段階。この段階で初めて、量は数値化できることを学んでいく。

④普遍単位・・・現在の世界で共通の使用できる単位を用いて、量を数値化できる段階。

量と測定の領域で学ぶ内容には、保存性・加法性・連続性・単位の考え・計器の考案・量

感等がある。量を扱うどの単元においても、これらの内容を意識することが重要である。
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籠と果物をあわせると？ 鍵盤ハーモニカと

ケースをあわせると？ といった問いを与える

前に、重さはたし算できるのかを確認させる。


